




 用途に応じてさまざまな種類がある
全体工程、月間工程、週間工程、定例用工程、近隣..

 IT化で工程表は奇麗に作れるようになった

 各社、担当者、それぞれ互換性のないツールを
利用している場合がある

 工程表は図形として作図しておりデータとして転
用できない場合が多い

 根本的なIT化の恩恵を受けていないので大幅な
効率化はまだこれから



標準フォーマットを策定し、各工程ツール間
でのデータ交換の実現を図る

データの再利用性を高めることにより、業務効
率の向上を狙う

工程計画業務を包括するプロセス情報モデ
ルの構築

BCS工程
XML

全体工程表
定例用工程

概略工程 実施工程

XX工程ﾂｰﾙ
OO工程ｿﾌﾄ



ベンダ2社が参画

ウェッブアイ（工程‘s）

かねこ（CDPM２００７）

実験用XMLスキーマの作成

デモプログラムによる実験

結論











工程ソフト間の機能差異の吸収が必要

抽象化した表現であるXMLが有効



 5社が参画

各製品とユーザ企業の運用、取り組み事例の
勉強会

 まとめ



㈱ウェッブアイ （工程‘s）

㈱かねこ （CDPM2007）

㈱ギャラクシー （CMS建設工程システム）

㈱構造ソフト （現場ナビ工程）

㈱マイスター （Prosion）



東急建設における取組事例



大成建設における取組事例



三井住友建設における取組事例



安藤建設における取組事例



西松建設における取組事例

Microsoft Visio

Microsoft Project

Microsoft Visio と
Microsoft Projectを
連携



各社ツールの機能における方向性と目的

操作性

表現能力

自動作成機能

 グラフ化、集計機能

業務の本質をモデル化する必要性

 IFCの可能性に着眼



 Industry Foundation Classes

 建物を構成する全てのオブジェクト（例えば ドア，
窓，壁などのような要素）のシステム的な表現方
法の仕様を定義

 図面、製作図等のプロダクト情報だけでなく、工
程、担当者、材料、工法等のプロセスモデルまで
も包含

 抽象的な枠組みを定義

 IFC、XML形式のファイルフォーマットが公開



共通性
各社独自のXMLフォーマットを出力する機能は
持つようになって来ている

中立なフォーマット

抽象性
各製品の機能差異を吸収できる抽象性の高い
フォーマットが必要

網羅性
建築活動全体を包括するフォーマット



 次年度の予定
 IFC仕様の研究
 IFC利用範囲の確定と付加情報の選定
 BCS工程XML Ver.1のリリース

 組織
 標準化部会＋参画ベンダーによるワーキンググループ体制
 開かれた参加の場＋成果物の情報公開
 建築業のメリット＋ベンダーのメリット
 建築情報EDI全体を見据えた運営体制の構築

 モデル
 プロセスモデルとしてのXMLスキーマ応用

 ４Dシミュレーション
 図面、元積データ、工事写真、書類との連携


